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論文内容の要旨
【同的】 Jlf技患の予後に対サるアシア [Jnr-シンチグラフィの令-用性を肝硬変の予後を中心に検討した。
【対象・方法】アシアロ肝シンチは健常者 10例、慢性肝炎 ~O例、肝姥変 158例、 PBC 43例の計 251例を
対象に行った。アシアロ肝シンチは Tc99m-GSAI85MBqを静注後データ収集を行い、肝及び心のtimc-
activity curveを作成し、パラメーターに心の 3分と15分後の比HHI5、及び15分後の肝と心の和と肝の比
LHLI5を用いた。
【結果】 LHL15の、F均は PsCO.9~、健常者 0.95、慢性肝炎 0.94、肝硬変 0.86 であり肝硬変において有
意の低値を示した。 HI115の半均は健常者 0.51、PBC0.52、慢性肝炎 0.54、肝硬変 O.70であり、肝硬変
において有意の高値を示した。肝硬変患者158例のLILl5と臨床症状との関係では、静脈培、腹水合併群は
非合併例に比べ有意の{則自を示した。 HH15と臨床症状との関係では、静脈痛、腹水合併群は非合併群に比
べ有意の高値を示した。肝硬変患者158例のアシアロシンチとChiJd Pughとの関係では、 HHI5とChiId 
Pughは、 R=0.477の有意な相関関係を認め、 LHLl5とChiJd Pughは、 R=O.598の有意な相関関係を認めた。
アシアロ肝シンチを施行した肝硬変158例について、最長8年間予後の追跡でLHLl5をメジアンの0.85以 k
79人と0.85以下の19人の 2群に分け Kaplan-Meier法にて累積生存率を算出し、両群聞に有意差を認め
た。 HH15も同僚にメジアンの0.70以上79人とO.70以下の79人の 2群に分け累積生存率を算出し、向群聞に
有意先を認めた。
【結語】アシアロ肝シンチから求めたLHLI5、HH15と肝硬変の予後には密接な関係があると思われた。
論文審査の結果の要旨
血液検査所見及びChildPugh scorcは肝硬変の予後推定に有用な指標と言われている。しかし、そ
れらは、治療などの影響により変動し、安定した指標としては不|ー分である。そこで著者は、肝細胞の
receptorをimagingできるアシア口肝シンチグラフィの肝疾患に対する有用性を肝硬変の予後を中心に
検討した。
アシアロ肝シンチは健常者 10例、慢性肝炎 ~2例、肝硬変 158例の計 210例を対象に行った。アシアロ
肝シンチは Tc99m-GSAI85MBqを静注後データ収集を行い、肝及び心の時間放射能曲線を作成し、パラメー
ターとしての心の3分と15分後の比、 HIl5、及び15分後の肝と心の和と肝の比、 LHLl5を用いた。
結果として LHLI5のmedianは、健常者 0.95、慢性肝炎 0.94、肝硬変 0.86であり肝硬変において有怠
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の低値を示した。 HH15のmedianは健常者 0.51、慢性肝炎 0.54、肝硬変 O.70であり、肝硬変において有
意の高値を示した。肝硬変患者158例のLHLl5と臨床所見との関係では、食道静脈街、腹水合併群は非合併
例に比べ有意の低値を示した。 HH15と臨f;C所見との関係では、食道静脈癌、腹ノド合併前は非合併群に比べ
有意の高値をホした。肝硬変患者 158例のアシアロシンチとChiId Pughとの関係では、 HHI5とChiId Pugh 
は、 R=0.477の有意な相関関係を認め、 LHLl5とChild Pughは、 R=0.598の優位な相関関係を認めた。
アシアロ肝シンチを施行した肝硬変158例について、最長8年間予後の追跡でLHLl5をmedianの0.85以上78
人と0.85以下80人の2群に分けKaplan-Meier法ににより累積生存率を算出し、両群聞に有意、差ーを認めた。
HII5も同椋にmcdianの0.70以上81人とO.70以下77人の 2群に分け累積生存率を算出し、両群聞に有意、差を
認めた。以上の結果はアシアロ肝シンチから求めたLHLI5、HH15と肝硬変の予後には密接な関係がある
こと示していた。
以kの研究成果は、肝硬変の予後推定に貢献するものであり、著者は、博士(医学)の学位を授与され
るに値するものと判定された。
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